









































































































































について， el の t検定を行った．その結果， （関連
性）における平均値に有意傾向が見られた（両側検定：t
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A Trial Study about Possibility of Physiological Data 
to Evaluate Leaning Activity in Synchronous Distance Learning
S , u o
　生体情報で学習活動を評価する研究が近年数多く行われ
ている．特に，皮膚電気抵抗（S n on u t n e, S ）
や心拍間隔（ nte e t nte l, ）から算出した心拍
変動（ e t te V l t , V）は，学習活動中の
ストレスを反映する指標として広く用いられている（ . .











































パートより有意にS の平均値が高くなった（t 3.21, 5,
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Interpersonal Relationships in Classes
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佐久間路子,遠藤利彦,無藤隆（2000）幼児期児童期におけ
る自己理解発達内容的側面と評価的側面に着目して,発達






































田ら（2015）の 複 線 径 路 等 至 性 モデ ル（ e to





































Supporting English Learners Using Question Cards and Smart Speakers
S , me
　質問をすることは批判的思考の根本的要素である



























で などに く の で 事が変わり得る
で などに く 基 的に 事が変わらない
をもって タ などで べるような
や など を って を得るた の
K 学 での学習や， 活の で学んでいく に関する
　生徒８名の発話記録数の合計は228件，S 5．72だった．
カードのグループ別では「 nte e t」が最も多く59件，日
常会話で友人に問うような「 l lo e 」（56件，“ en
ou t ”“ n ou n ”など）と，「 l
open」（46件，“ o e ou ”“ t’ ou o te
p ne e oo ”など）はともに多くの発話を記録した．









　具体的には，“ o m n lo e e n onut ”と




oe n elep nt e t ”では，８名中５名がelep nt
をl onや eなどに言い変えた発話を７件行った．
　結果１より，日常会話で友人に問いかけるような l
lo e と l openの質問が上位にあったことから，
le はロボットのような見た目を伴わない人工物であり
ながら，学習者は人的な存在を想定していたと言える．こ





























































































Detecting Tweets of Informative Value
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2 熊本 忠彦,“ tte の利用状況とツイートの印象に関する






Estimation method of body information using IR sensor array
S , S to
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